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平成29年10H20日

豊浦中学校区　各小学校の児童数見込み

住民基本台帳の該当地域の該当年齢からの見込み

中浦小学校　児童数推移

平成29年10月1日見込み

1　　年 2　　　年 3　　　年 4　　　年 5　　　年 6　　　年 合＼　　計
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天王小学校　児童数推移

平成29年10月1日見込み

1　　　年 2　　　年 3　　　年 4　　　年 5　　　年 6　　　年 合　　　計

男　女　計 学級数 男 女　計 学級数 男　女　計 学級数 男 女 計 学級数 男　女　計 学級数 男 女 1計 学級数
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男　1女1計　［　　　　　　　　　1
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荒橋ノ」、学校　児童数推移

平成29年10月1日見込み

1　　　年 2　　　年 3　　　年 4　　　年 5　　　年 6　　　年 合　　　計

男　女1計 学級数 男 女 計　　学徽 男 女　計　　学級数 　1男 女 計 学級数 男　女　計 学級放 男 女巳 学級数 　　　　　1男　1女1計　い
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本田ノ」、学校　児童数推移

平成29年10月1日見込み

1　　年 2　　　年 3　　　年 4　　　年 5　　　年 6　　　年 合　　　計

男　女1計　　1 学級数 男 女 計 学級数 男　女1計1学磯 男1女　計 学級数 男　女1計1学緻 男
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学校訪問メモ集約表

資料2

平成29年9月21日・10月1日実施
評価すべき点 課題と思われる点

荒
橋
小
学
校

・周囲の環境も良く、コンパクトで雰囲気の良い学校 ・ 老朽化が進んでいる。

・ 増築場所が無い。

・ 増築が可能と思われる学校とグラウンドの間に農業用水が流れている状況下では、仮に農業用水を移設すれば
　との考え方もあるが、移設する為の諸官庁への申請手続き等、さらにはコスト面を考えると大変難しい。・グラウンドの面積が狭い。

中浦小学校

・ 校舎が比較的新しい。

・ 地理的に町の中心部で、保育園と隣接しており利便性が良い。（保護者も活動しやすい）

・平成元年に改築され、将来的に増設可能な施工を施されていうので有れば、統合校としては最良と考える。ま

た、増築するスペースも現地を見る限り充分ある。

・ 現存小学校が4校ある中で、中心に位置しており、統合しても一番遠方となる児童の通学距離が、他3校と比

較して短く、徒歩での通学と考えるなら距離が短いのが望ましい。

・ 校舎の外観よりも、内部環境が良好。

・廊下はゆったりしていて歩きやすく、眺めがよい。

・ 施設等充実しており、少ない増改築でよい。

・立派なランチルームも利活用できるところが利点である。

・ 公共施設等の集中と偏りを指摘されるところもあるが、通学支援・児童クラブ等各種の利便性を考えると、仕

方がない。

・ 増築した場合、体育館が日陰となる。

・ 敷地が拡張できない。（手狭になる可能性　大）

・ 駐車スペースが少ない。（豊浦保育園と共同で使用する？）

・ 駐車場の拡張が困難。

・ 現況の通学路は路肩帯が切れている所もあり、廻りの環境整備は必要不可欠となる。（国道側の歩道が無い。）

・ グラウンドの水はけが悪く、また、グラウンドのバックネット側の雑木が多く、もう少し整備が必要である。

・ グラウンドに隣接したJR敷地の買収が必要

天
王
小
学
校

・ グラウンドの水はけが良い。

・ 校舎がきれいである。

・ 学校環境良好である。

・ 学区内の小学校では一番新しく、大変綺麗である。

・校舎内の雰囲気は4校中で最良と感じられる。

・ 東側、南側に校地を拡張は可能であり、増築と駐車場の拡大はできると思われる。

・ 小学校の展望台は楽しそうである。展望台からの学校周辺パノラマは障害物もなく、一望できるのは他に類を

みないところである。

・ 4校の中では、モダンな校舎設計で何か癒される雰囲気をかもしだして落ち着く。

・ 増築に不向きである。

・ グラウンド側の田、体育館側の田をそれぞれ買収できれば増築部分が増え統合には一番良い所になる。（東側、

南側に校地を拡張は可能であり、増築と駐車場の拡大は可能である。）

・ 校庭、池の敷地スペースを狭くし、増築部分と駐車場を広くする。

・ 増設するスペースの問題、更には増築することによる大幅な現校舎の改築等を考えると現実的ではない。

・ 統合校としては立地的にも手狭で無理があると感じた。

・ 位置が偏っており、緊急時や災害時に保護者が直接迎えに行く場合には全体の中心に有った方が活動しやすい。

本
田

小
学
校

・ 教室数が多く、増築も現実的であること、敷地面積などから統合施設としては一番妥当

・

駐車台数は4校中で最も多いと思われる。　　　　　　　　　　　一

・ トイレも広く、グラウンドの他3校に比べ、非常に良い。

・ 増設するにあたり、既存教室の1つを普通教室に転用でき、増設規模が他3校より縮小ができ、コスト面を考

えると最善の選択である。

・ 校舎は比較的新しく、改築費用も比較的少なくてもすむ。　　　　　　、

・ 規模内容については、適合適任校と思う。

・ 駐車スペースが狭い。

・ 地区の中心から離れていて、環境的には恵まれているが、地理的に不便を感じる可能性がある。

・ 校門入口の道路幅が狭く、通学時間帯によっては普通車輌が多い時間とふっかり、事後が発生する危険性が高

　い

・ 県道からの搬入路が狭く拡幅の確保が問題がある。

・ 距離的な問題がある。朝の10分～15分の時間は貴重である。

・ 通学支援や児童クラブ等、統合に関わる環境を照らし合わせると中心（中浦小）にもっていったほうが良いの

　かと思う。

そ
の
他

・ 保育園と併設、中学校と併設が児童・保護者にとっては良いと思う。 ・ 統合することでの子ども達へのメリットが、複式学級の解消くらいしか見当たらない。（30人以下の学級も達

成されている）。紫雲寺などの話を聞いたが、不具合なども当然あるようで、統合に対してマイナスイメージ

　がある。

・子ども達の教育環境を考えると、十分な土地を確保し、新築を強く希望する。


